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派遣先

オーストリア共和国ヴィーン

（大学名）Universität Wien（ヴィーン大学）
（受入教員名）Prof. Konrad Paul Liessmann（コンラート・パウル・リースマン教授）

派遣期間

2012年 3月 8日～2012年 9月 3日

派遣の概要

 ヴィーン大学によって開講されているドイツ語コースによる語学力のブラッシュ・アッ

プ 及び 派遣者の研究テーマであるギュンター・アンダースに関する資料の収集

派遣の成果

 ヴィーン大学によって開講された B2/1 Trimester Deutschのコースに 2012年 4月 16
日から 2012年 6月 20日まで参加し、Sainz Eva先生のもとで、派遣者が比較的苦手とし
ていた会話表現を中心的に学んだほか、街中や学生寮で市民の方々や学生たちとコミュニ

ケーションをとる機会を日常的にえることもでき、また独語文献をこれまで以上に読みこ

むことになったため、派遣者のドイツ語能力はきわめて向上した。

 日本においてもすでに注目されているギュンター・アンダースの主要な著作を収集し、

残念ながら邦訳にのこされているいくつかの問題点に気づかされたほか、日本のアンダー

ス研究においてはほぼ手つかずのままになっている、彼ののこした寓話・箴言集なども収

集し、きわめて難解ではあるものの、一定程度までは読みこむことができたと感じている。

また、アンダースの取り扱った主要な先行研究および彼の研究を現在の文脈に位置づける

ための独語の文献を、主として技術論の分野から収集した。


